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最
近
秦
様
が
「
旧
制
高
校
物
語
」
と
い
う
本
を
出
さ
れ
た
。
私

は
昭
和
三
年
生
ま
れ
で
旧
制
中
学
校
を
昭
和
二
十
年
四
年
生
の

時
、
五
年
生
の
人
達
と
共
に
卒
業
、
上
級
学
校
を
受
験
し
た
。
空

襲
の
も
と
旧
制
高
校
を
受
験
し
、
混
乱
の
中
、
結
局
和
歌
山
県
立

医
専
へ
入
学
し
た
（
大
阪
と
高
知
高
校
は
テ
ス
ト
の
や
り
直
し
が
お

こ
っ
た
）
。
和
歌
山
県
立
医
学
専
門
学
校
へ
入
っ
た
が
す
ぐ
に
終

戦
和
歌
山
医
専
は
医
大
に
昇
格
、
医
専
二
年
生
終
了
後
、
新
設
医

大
予
科
（
旧
制
）
へ
入
学
し
た
。
医
大
は
旧
制
の
ま
ま
、
昭
和
二

十
七
年
三
月
卒
業
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
旧
制

で
は
ド
イ
ツ
語
が
中
心
で
、
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
も
少
し
な

ら
っ
た
。

戦
後
の
ス
ミ
消
し
の
事
が
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
私
達
は
逆
で
、

36

旧
制
高
校
理
科
（
乙
）
お
よ
び
旧
制
医
科

大
学
予
科
に
お
け
る
語
学
教
育
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ッ
と
現
在

柴
田
幸
雄

中
学
校
四
年
（
昭
和
二
十
年
）
の
時
、
「
キ
ン
グ
ス
ク
ラ
ウ
ン
リ
ー

ダ
ー
」
は
「
神
田
ズ
リ
ー
ダ
ー
」
と
変
わ
り
、
英
国
の
少
年
と
い

う
所
は
、
イ
ン
ド
洋
で
の
プ
リ
ン
ス
オ
ブ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
レ
パ
ル

ス
号
撃
沈
の
記
事
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
語
学
教
育
に
つ
い
て

は
大
矢
全
節
先
生
の
本
が
有
名
で
あ
る
。
「
日
佛
混
合
の
小
皮
層

科
学
、
（
岡
嶋
さ
ん
の
日
独
の
解
剖
の
本
に
も
お
世
話
に
成
っ
た
）
伊

｝
フ
ン

和
新
医
薬
辞
典
、
藺
和
医
学
辞
典
、
（
緒
方
先
生
の
感
想
文
が
あ

る
）
」
私
は
昭
和
三
十
二
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
米
国
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
大
学
へ
行
く
機
会
が
あ
り
、
第
二
外
国
語
教
育
を
少
し
み

る
事
が
出
来
た
。
マ
リ
オ
・
ベ
イ
に
よ
る
世
界
の
言
語
や
ア
メ
リ

カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
言
葉
と
い
う
本
も
見
る
機
会
を
得
た
が
大
学

院
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業
を
受
け
、
（
日
本
に
も
基
礎
数
学
用
語
用

例
辞
典
が
あ
る
）
又
旅
行
者
の
た
め
の
佛
、
伊
、
西
語
や
こ
の
州

特
有
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
の
授
業
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
思
っ
た
の
は

第
二
外
国
語
を
な
ら
う
時
第
一
外
国
語
で
第
二
外
国
語
を
な
ら
う

と
、
ど
ち
ら
も
進
歩
す
る
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
昔
は
解
剖
の

先
生
は
、
骨
一
本
を
も
っ
て
こ
ら
れ
、
ラ
テ
ン
語
で
黒
板
に
書
か

れ
て
い
た
。
生
化
学
は
す
べ
て
の
化
学
式
を
そ
ら
ん
じ
て
お
ら
れ

た
。
（
カ
ル
テ
が
ド
イ
ツ
語
か
ら
英
語
に
変
わ
っ
た
時
、
困
っ
た
思
い
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出
が
あ
る
）
。
又
「
マ
ド
リ
ー
ド
」
大
学
へ
行
っ
た
時
、
黒
板
に

ラ
テ
ン
語
が
な
ら
ん
で
い
た
の
を
見
た
事
が
あ
る
）
今
の
教
育
は

「
お
ぼ
え
て
は
い
け
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
先
ず
お
ぼ
え

る
事
は
お
ぼ
え
、
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
鉄
道
唱

歌
や
年
号
（
私
の
時
は
神
武
紀
元
で
あ
る
か
ら
今
は
六
百
六
十
年
引

か
ね
ば
西
暦
に
な
ら
な
い
）
数
学
の
位
取
り
な
ど
、
「
兆
京
・
・
・
分
厘

…
」
な
ど
も
お
ぼ
え
、
化
学
の
数
字
も
「
モ
ノ
、
ジ
、
ト
リ
」
と

お
ぼ
え
た
。
何
も
教
育
勅
語
に
も
ど
れ
と
は
言
わ
な
い
が
、
大

ワ
ン
ゴ
コ
ウ
キ
ョ
ウ

学
、
小
学
論
語
孝
経
な
ど
の
コ
ト
バ
が
多
く
出
て
い
る
。
前
に

学
術
語
に
つ
い
て
も
発
表
し
た
が
（
へ
ボ
ン
の
和
英
語
林
（
一
八
八

ポ

六
年
）
日
葡
辞
書
）
さ
ら
に
橋
田
邦
彦
先
生
の
道
元
の
全
機
に
つ

い
て
も
考
え
て
み
た
。
最
近
（
二
○
○
三
年
十
一
月
）
の
学
術
用

語
集
、
医
学
編
で
も
末
端
肥
大
症
は
先
端
巨
大
症
に
な
っ
て
い

る
。
医
療
事
務
の
人
の
検
定
試
験
で
「
フ
リ
ガ
ナ
」
を
つ
け
る
問

題
が
あ
る
が
、
例
え
ば
腹
腔
は
「
フ
ッ
ク
ウ
」
「
フ
ク
ク
ウ
」
「
フ

ッ
コ
ウ
」
「
フ
ク
コ
ウ
」
何
れ
が
正
し
い
か
困
っ
て
し
ま
う
。
生

化
学
会
で
は
ド
イ
ツ
語
よ
み
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
と
な
っ
て
い
た

が
今
は
、
混
乱
、
シ
ト
ク
ロ
ー
ム
、
ロ
イ
シ
ン
、
な
ど
わ
か
ら
な

い
。
最
近
学
生
か
ら
聞
い
た
事
だ
が
ホ
タ
ル
の
光
は
、
歌
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
学
校
も
あ
る
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。

（
文
部
省
の
「
目
で
見
る
教
育
の
あ
ゆ
み
」
は
色
々
と
書
か
れ
て
い
る
）

こ
の
間
長
門
谷
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
「
皮
層
科
の
病
名
由
来
」

ア
ラ
カ
ル
ト
が
あ
り
面
白
く
よ
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
特
に
医

学
用
語
で
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
（
ラ
テ
ン
語
由
来
）
と
「
エ
ピ
ネ

フ
リ
ン
」
（
ギ
リ
シ
ャ
語
由
来
）
が
あ
る
し
、
副
甲
状
腺
と
上
皮
小

体
も
あ
る
。
（
昔
の
本
、
例
え
ば
竹
内
潔
の
物
理
学
、
亀
高
徳
平
の
無

機
化
学
、
六
高
（
岡
山
）
の
山
岡
望
先
生
の
化
学
な
ど
は
今
で
も
役
に

立
つ
様
に
思
う
）
今
後
日
本
の
医
学
教
育
も
ど
う
な
る
の
か
温
故

知
新
を
す
す
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
愛
知
医
科
大
学
）


